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ぼくは「いただきます」や「ごちそうさま」をいつもしっかりいっておこめをひとつぶものこさ

ないようにたべています。あついなかがんばってつくってくれているのをみているからです。

ぼくのパパはおこめをつくっています。むずかしいことはわかりませんが、くすりをつかわずに

そだてています。ぼくのパパが田んぼにいくときによくいっしょについていきますが、ほかの田ん

ぼとちがって、パパの田んぼは草がいっぱいはえています。小さないきものがかくれられるばしょ

がたくさんあるから、カエルやクモやアメンボなどがいっぱいいます。いねが小さいときにはカモ

がおよいでいたり、サギが田んぼからかおをだしていてびっくりしたこともあります。ぼくはいき

ものがだいすきなので、いきものをかんさつしたり、むしとりにいくのをいつもたのしみにしてい

ます。ことしのなつもあつい日にけいトラックにのせてもらい、パパの田んぼにむしとりにいきま

した。三十ぷんくらいで、カエルやバッタを三十二ひきもつかまえられました。

パパの田んぼは草だらけですが、そこでおいしいおこめができたり、たくさんのいきものがいた

りするので、ぼくにとってはたからじまです。ことしのなつはものすごくあつかったので、ぼくは

たった三十ぷんであせびっしょりになりましたが、かえりみちで、

「パパは九十ぷんもかけて、さっきの田んぼを草かりするんだよ。しかも、いちねんになんかいも

だよ。」

と、おしえてくれました。いつもパパがあせびっしょりでかえってくるのをみているので、おこ

めをつくるのはほんとうにたいへんだとおもいます。だから、ぼくはこれからもパパやおこめをつ

くってくれている人にかんしゃのきもちをもって、おこめをたべたいです。

パパの田んぼは草だらけ
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